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寡黙状態および幻覚妄想状態を
　長期間呈した孔脳症の一例
（精神医学教室）
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ダー・ゲシュタルト検査において，表示画の180度
回転など認知の異常が認められた．
　以上より，本症例に認められた寡黙状態と幻覚妄
想状態に対して，神経心理学的検討を踏まえ，若干
の考察を加え報告する．
P－29．　．
　寡黙状態は精神分裂病，てんかん精神病，進行麻
痺などに認められる無言を特徴とする状態である．
今回演者らは，7年間に渡り寡黙状態を呈し，同時
に孔脳症を合併した症例を経験したので報告する．
【症例】27歳，男性．無職．
【家族歴】2人同胞の第2子（次男）として出生．
精神神経疾患の遺伝負因は認められない．
【既往歴】生後直後に幽門狭窄症で手術．12歳時に
急性虫垂炎の手術．
【現病歴】3歳児まで発語がなく，言語発達の遅延
を認められたが，小児科にて異常は指摘されなかっ
た．小学，中学はほとんど勉強せずに過ごしたが，
中学3年時の進路相談の際に，患者の学力では「入
学可能な高校はない」と指摘されてから，勉強意欲
が充進し，学力も向上し某県下の県立高校へ合格し
た．高校での成績は学級で2，3番という上位であ
ったが，大学進学は患者本人が希望せずに就職活動
を行った．しかし，数社の試験を受けたが，いずれ
も不採用となり，平成元年10月から意欲低下，自
閉傾向が出現し，不登校を呈した．その後も，昼夜
逆転の生活，家庭内暴力，俳徊などが出現したため
同年10月■「当科初診となり，同年11月■■團よ
り翌平成2年3月［　一ぽで当科へ入院となった．
当科退院後，「通行人に家の中を覗かれている」な
どの被害妄想や，つつぬけ体験が持続していたが，
平成4年1月より全く発語が認められなくなり，現
在まで発語は認められない．
【検査所見】頭部MRIにおいて，左前頭葉から頭頂
葉にかけて孔脳症を認めた．知能検査（WAIS）に
おいては，発語が認められず言語性IQは測定不能
であったが，動作性IQは49であった．また，ベン
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　口腔内に装着した補綴物によって金属アレルギー
が認められることがあるが，その病態や発症のメカ
ニズムについては不明な点も多く治療に苦慮するこ
とも少なくない．
　今回われわれは口腔内にインプラントを埋入し上
部構造を装着した後に口腔粘膜に著明な発赤，びら
ん，水泡を生じ，続いて体幹皮膚に紅斑を伴った水
泡形成が認められた症例を経験したのでその概要を
報告する．
　患者は70歳女性で，1994年6月右側上顎犬歯部
にインプラント埋入し，1995年2月に上部構造を
装着した．同年3月より口腔内に水庖が出現したた
め，水庖性疾患を疑い抗上皮抗体検：査および生検を
施行したが確定診断は得られなかった．金属Patch
Testの結果，亜鉛，マンガン，インジウムに陽性
反応が認められたため，1995年7月より口腔内に
露出する全ての金属修復物の除去を開始し，1996
年7月　　ぽでに終了した．症状の軽減はみられ
たものの，右側上顎犬歯部の骨吸収が著明となった
ため，1998年11月一「インプラント体を除去した．
その後症状は改善傾向にあり現在まで経過観察を行
っているが，症状の増悪は認められない．
　今回は金属に対するリンパ球刺激試験を行ったの
でこれらの結果もあわせて報告する．
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